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ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシー

近畿大学のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーを以下のように定める。

　本学は、「建学の精神」と「教育の目的」を実現するために、「全学共通科目」と「専門教
育科目」を２本柱として、各学部学科の特色を生かしたカリキュラムを提供します。また、ボ
ランティア、インターンシップ、各種資格取得講座などのプログラムを展開し、全教職員が、
学生の学問的、人間的成長とキャリア形成を支援します。さらに、生涯学習社会実現のために
、学生と社会人と教員が共に学び合う機会を提供します。これらにより、学生はディプロマ・
ポリシーにある資質及び能力を以下のように身に付けます。
１． 全学共通科目および学部基礎科目では、文系・理系の枠を超え、入学者の基礎学力の確認
と向上を図るプログラムを提供し、各学部における専門分野の学問へ導くとともに、学問
する習慣を身に付けます。

２． 専門教育に携わっている教員が教養教育（全学共通科目）に参加して、実学（専門教育）
と教養の連動ないし融合を視野に入れた授業を提供します。これにより、教養と専門教育
の意味を幅広い視野から理解し、学ぶ意義と意欲を体得します。

３．「専門教育科目」においては、社会のニーズに対応できる教養に裏打ちされた専門性を高
める工夫を進め、社会に貢献できる知識と技能、探求心を身に付けます。また、必要に応
じて他学部との単位互換制度等を活用し、複眼的な専門性を育成します。

４． さまざまな国際分野で活躍できる人材を養成するため、グローバル教育の充実を図り、国
際社会が共有する目標と文化的多様性の価値を理解し、国際感覚を身に付けます。さらに、
海外の教育機関等との提携による国際スタンダード教育への参加を進めます。

５． 産学連携を推進し、生きた実学教育の充実を図ります。社会人の学びの場（リカレント教
育）を充実し、生涯学習社会の実現に貢献します。学生の資格取得のために、学部横断的
な取り組みを展開します。ボランティア、インターンシップ、留学制度等を充実し、学生
が地域社会、国際社会において意味のある学びを体験できるよう努めます。これにより、
社会貢献の意義と使命感を体得し、常に自らを高める自己教育力を身に付けます。

6． これらの達成度および学修の成果は、別に定める「評価の方針」によって評価を行います。

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針）

　本学は、「建学の精神」と「教育の目的」に基づいて、「深い教養と高い志をもち、社会を
支える気概をもった学生を育成し、社会に送り出すことを最終教育目標」としています。厳格
な成績評価を行い、所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、学位を授与します。卒業まで
に身に付けるべき資質を以下に示します。
１. 大学での種々の学びを通じて、「人に愛され、信頼され、尊敬される」人格へと自らを成
長させ続ける自己教育力を培っていること。

２. 問いながら学ぶ「学問」習慣を身に付け、専門領域における知識・技能を修得し、それら
に裏打ちされた探究心と社会貢献への使命感に目覚めていること。

３. 専門領域における課題の意味を、広い歴史観や深い人間観の中で位置づけようとする教養
を、身に付けていること。

４. 異質な価値や文化を理解し、自国の伝統や文化の意味を再発見する国際感覚を、身に付け
ていること。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
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近畿大学経営学部のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーを以下のように定める。

　経営学部は、学部の教育の目的である「ビジネスの中核を担う企画力と実行力をもつ有為な
人材を育成する」ことを実現するため、次のようなカリキュラムを設置しています。 
＜共通教養科目＞
　初年次教育では、経営学部の学びに対応できるよう、社会現象を分析し、課題を発見し、問
題を解決するための能力を育成し、練磨することを目的とした科目を体系的に配置しています
。また、社会倫理の探求と社会正義の実現を目指すと同時に、国際社会での活躍に必須の異文
化理解とコミュニケーション力の養成に努めます。さらに、社会生活の基盤となる心身の健康
について正しく理解し、活力ある生活を実践できる能力を培い、豊かな人間性を育みます。
＜外国語科目＞
　学生のキャリア選択の多様性を高めるとともに論理的思考能力を養成するために外国語の教
育に力を入れています。なかでも、グローバル化時代の共通言語とも言える英語の科目では、
国際化に対応し得る正確な英語の伝達技法の習得を主目的とし、英語を用いた意見の発信力と
様々な場面での交渉力を備えた人材養成を目指す授業を展開しています。また、英語以外に
も、ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語を学ぶ機会を提供し、基礎を身につ
ける基幹科目と、そこで学修した知識を実用レベルまで高める発展科目を設けています。語学
の学修を通して、国際的に活動するために必要とされる幅広い知識と教養を深める教育を行い
ます。     
＜専門科目＞
　経営学部では、ディプロマ・ポリシーにある「企業経営に関する知識や情報を活用し、健全
かつ効率的な経営管理を実現するための技能」と「ビジネスに関する戦略的な意思決定能力の
基礎を形成し、市場における新たな価値を創造」する能力を育成するため、基礎科目、情報科
目、基幹科目、総合科目などによる段階的な教育プログラムを開講しています。
　まず、1・2年次において、学部共通の基礎科目と情報科目を配置し、各学科の専門科目の
応用学修へ繋がる基礎知識の修得と情報技術リテラシーの養成を行っています。これを踏まえ
て 2 年次から 4 年次へかけてより高度な基幹科目を設置し、各学科の特色を反映したコース制
やインテンシブ・インターナショナル・プログラム（IIP）を実施しています。さらに、総合
科目のゼミナール（演習）では専門知識の実践力を高めています。
＜自由科目＞
　教職課程、秘書課程、インターンシップ及びキャリア実践プログラム、その他特設科目を設
け、それを自由科目として認定し、他の科目群を補完する教育として効果を高めています。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

　経営学部は、近畿大学の建学の精神及び教育の目的、そして、学則別記（2）の「経営学部の
教育研究の理念と目的、育成する人材像」を実現するために、「ビジネスの中核を担う企画力
と実行力をもつ有為な人材を育成する」という学部の教育の目的を掲げています。学則に定め
る所定の期間在学し、学部の教育の目的に基づき設置された学科共通科目と学科固有科目を体
系的に履修して基準となる単位数を修得し、必修である演習Ⅰ・Ⅱに合格することが学位授与
の条件です。合格した者には、学士（経営学）、学士（商学）、学士（会計学）、学士（キャ
リア・マネジメント学）の学位を授与します。学位授与に至るまでに修得すべき資質・能力は
次の通りです。
1 .　企業経営に関する知識や情報を活用し、健全かつ効率的な経営管理を実現するための技能
を培っていること。

2 . ビジネスに関する戦略的な意思決定能力の基礎を形成し、市場における新たな価値を創造
できること。

3 .  国際的視野のもとで異文化を理解し社会に貢献できる使命感に目覚めていること。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
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データリテラシー入門

近大

暮らしのなかの起業入門
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資格英語Ａ,資格英語Ｂ

英語表現Ａ,英語表現Ｂ

上級英語Ａ,上級英語Ｂ

英語特殊講義Ａ,英語特殊講義Ｂ

上級英語Ａ上級英語Ａ，，上級英語Ｂの履修希望者は「発展科目履修ガイドライン」の「履修条件」を満たしている上級英語Ｂの履修希望者は「発展科目履修ガイドライン」の「履修条件」を満たしている
者に限る。者に限る。

ただし、４年生は春期語学研修に参加することは可能だが、単位の認定はされない。ただし、４年生は春期語学研修に参加することは可能だが、単位の認定はされない。

Ｇ Ｇ Ｒ Ｒ
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また、卒業の要件として修得すべき単位数のう
ち、「対面授業」以外の方法により修得する単位数は60単位を超えないものとする。

（近大ゼミ（2単位）と情報処理基礎（2単位）を含む）

成績による履修上限の緩和
年度GPA値が3.50以上の学生を対象に、次年度の履修登録単位数の上限を以下のとおり緩和する。
　・第2学年への進級時に  年度GPA値が3.50以上あった場合、履修登録単位数を各セメスター26単位までとする。
　・第3学年への進級時に  年度GPA値が3.50以上あった場合、履修登録単位数を各セメスター26単位までとする。
上記は、当該年度のみ有効とする。
なお、第4学年への進級時まで通算の成績が優秀であり、より高度な教育を受けたいと考える学生には、大学院教育
と学部教育の連携として、第4学年で大学院科目を履修できる商学研究科特別科目等履修生制度（別途掲載）による
大学院への進学を推奨する。

（P52 . 1.（3）を除く

第2学年への
進級には、第1学年
に1年以上在学し
自由科目を除く
総修得単位数
20単位以上（専門科
目4単位以上を含む）
が必要である。

第3学年への
進級には、
第2学年に
1年以上在学し
自由科目を除く
総修得単位数
52単位以上が
必要である。

第4学年への
進級には、
第3学年に
1年以上在学し
自由科目を除く
総修得単位数
84単位以上が
必要である。

※他部他科科目は16単位まで関連科目として、卒業要件に含めることができる。
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と情報処理基礎

G 1 1G R 1
1R

17 29

30

（他部他科科目）

近大
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（4）   授業形態と卒業単位数について
　本学では様々な形態で授業を行います。代表的な授業形態は以下の通りです。
　①　対面授業
　　教員が学生に対し、同じ空間（教室等）、同じ時間で授業を実施する形態です。
　②　メディア授業
同時オンライン授業：会議アプリ等を活用し、Webを介して自宅や教室以外で時間割に即して

授業を受ける形態です。
オンデマンド授業：事前に教員が録画した授業を、時間割にとらわれず授業担当教員が定め

た期間に視聴する形態です。

②の授業形態で修得した単位数は、60単位を上限として卒業に必要な単位として算定するこ
とができます。学部学科等の進級・卒業要件も確認しながら、メディア授業の単位修得が60単
位を超えないように注意してください。

　大規模災害など、非常事態が発生した場合には特例措置をとることがあります。その際は大学か
ら改めてお知らせします。

　また、①と ②を組み合わせた授業もあり、組み合わせにより対面授業またはメディア授業のどち
らかに分類されます。シラバスの「授業形態」に記載していますので、授業内容とともにこの情報
も参考にして履修登録を行ってください。
※①と②を組み合わせた場合の対面授業の定義
授業回数の半数以上が「対面授業」として設定されている場合　⇒　対面授業と定義します

　なお、授業形態のひとつとして「ハイフレックス授業」というものもあります。本学の場合、教
員は全授業回を教室で実施するとともに、その授業を同時オンライン配信や、教室での授業内容を
オンデマンド授業として配信する形態です。
　学生はどの授業回も、教室で対面授業として受講する、またはPC等で視聴するかを自由に選択
できます。
　ハイフレックス授業は自由度の高い授業形態である反面、受講者全員に対し、全授業回の半数以
上を対面授業として設定していないため「メディア授業」となります。

　繰り返しになりますが、メディア授業は卒業に必要な単位数に上限があります。卒業にも影響す
る重要な内容ですので、対面授業とバランスを取りながらメディア授業を履修するように心がけて
ください。
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データリテラシー入門

近大

暮らしのなかの起業入門
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資格英語Ａ

英語表現Ａ

上級英語Ａ
上級英語Ｂ

資格英語Ｂ

英語特殊講義Ａ
英語特殊講義Ｂ

英語表現Ｂ

上級英語Ａ、上級英語Ｂの履修希望者は「発展科目履修ガイドライン」の「履修条件」を満たして
いる者に限る。

ただし、４年生は春期語学研修に参加することは可能だが、単位の認定はされない。ただし、４年生は春期語学研修に参加することは可能だが、単位の認定はされない。
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ただし、４年生は春期語学研修に参加することは可能だが、単位の認定はされない。ただし、４年生は春期語学研修に参加することは可能だが、単位の認定はされない。
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と情報処理基礎

G G R R 、

で

で

30

近大

近大
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又は

又は

要件

　会計学科の学生は、第１学年に基礎科目のうち簿記論Ａを必ず履修登録し、受講しなければ

ならない。

キャリア教育実践 キ

ャリア教育実践
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年次

3
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管理論 消費者行動分析



2025 － 20 －



2025 － 21 －

トップアスリート論
スポーツ科学概論

スポーツバイオメカニクス

スポーツサービス論
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デジタル・マーケティング
リテール・マーケティング
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デジタル・ファイナンス論
ファイナンシャル・プランニング論
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上級会社法

（必履修）
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社会環境会計 2 15

コスト・マネジメント

会計データ分析

マネジメント・コントロール・システム

サステナブル・ファイナンス
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人材マネジメント論Ａ 人材マネジメント論Ｂ

キャリア・マネジメント入門

キャリア・マネジメント論Ａ

企業戦略論

キャリア教育実践Ⅰ キャリア教育実践Ⅱ

キャリア実践
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原則

50 51

また
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セメスター留学に参加予定の者はTOEFL Preparation 1、2を履修すること。
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２ .  ＩＡＰの履修について

（１） IAPを履修する学生は、第１学年前期開講時に配当科目のIAPクラスを履修登録しなければ

ならない。

（２） 履修登録のない学生はIAPクラスを履修できない。

（３） 第２学年以降にIAPを履修する学生は、各学年の開講時にIAPクラスを履修登録しなければ

ならない。

（４） IAPを履修する学生は、試験や成績により選抜される場合がある。

「連結会計（ＩＡＰクラス）」（基幹科目）

「特殊講義Ｂ（ＩＡＰ既習者クラス）」（関連科目）

「簿記論Ａ（ＩＡＰ既習者クラス）」（基礎科目）

「簿記論Ａ（ＩＡＰ初学者クラス）」（基礎科目）

「簿記論Ｂ（ＩＡＰ既習者クラス）」（基礎科目）

「★工業簿記（ＩＡＰ既習者クラス）」（基礎科目）

「★工業簿記（ＩＡＰ初学者クラス）」（基礎科目）

「会計学基礎論（ＩＡＰ初学者クラス）」（基礎科目）

「簿記論Ｂ（ＩＡＰ初学者クラス）」（基礎科目）

「特殊講義Ｂ（ＩＡＰ初学者クラス）」（関連科目）

「特殊講義C（ＩＡＰ初学者クラス）」（関連科目）

「特殊講義D（ＩＡＰ初学者クラス）」（関連科目）

「会社法（ＩＡＰクラス）」（関連科目）

「上級会社法（ＩＡＰクラス）」（関連科目）
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キャリア教育実践キャリア実践

キャリア教育実践 アドバンスト・キャリア実践

P53.（1）⑤. 1.（3）を除き

又

　なお、定期試験実施科目で試験を欠席した場合は、「不受（不受験）」とする。

数が授業時間数の2／3以上、かつ試験・レポート等の成績を総合して

授業は出席することが前提である。出席が著しく不足する場合（1／3以上の欠席）は、原則

として不合格となる。科目担当教員が成績評価に値しないと判断した場合は、不受となる。

43

みの 出席時間

近大
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4.00

0.00

16

4.00 0.00

3

3 2
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又

UNIVERSAL PASSPORT成績照会で

近大

には

下げ UNIPAで通知される

過去のGP＝0は算入されず再履修のGPのみが算入される。ただし、再履修をしても不

可・不受験であった場合は、通算GPAには過去のGP＝0と再履修時のGP＝0の両方が

算入される。

下げ

キャリア実践教育 キャリア実践教育

キャリア実践教育

（海外語学研修、編入・転部等）（海外語学研修、編入・転部等）

（（KKIICCSSオンデマンド除く）オンデマンド除く）
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　「大学コンソーシアム大阪」の加盟大学が提供する科目のうち、経営学部で開設されていない　「大学コンソーシアム大阪」の加盟大学が提供する科目のうち、経営学部で開設されていない

専門科目を修得した場合は、当該科目を関連科目（他部他科科目）として認定する。専門科目を修得した場合は、当該科目を関連科目（他部他科科目）として認定する。

PP.. 9（2）専門科目の卒業要件（※9（2）専門科目の卒業要件（※33）参照）参照
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「年度時間割」と『経営学部授業計画』配信、ガイダンス開催

通知

判定
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又、

又、

（他部他科科目）
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気象警報及び台風・地震等による交通機関の運行停止に伴う授業の取扱い

　暴風警報等が発表された場合及び台風や地震等により交通機関が運行停止となった場合、授業の
取扱いについては、学内規程「気象警報及び台風・地震等による交通機関の運行停止に伴う授業の
取扱いについて」に基づき以下のとおりとします。ただし、居住されている地域の被災により避難
指示が発表された場合や通学することが困難な場合は、身の安全を最優先に考え、適切な行動をとっ
てください。また、以下の事例以外に特別な事態が生じた場合にも授業の短縮や休講となる場合が
あります。

特別警報又は暴風警報発表の場合
　特別警報又は暴風警報が以下のいずれかの地域に発表された場合は次のとおり休講とします。た
だし、特別警報が発表された場合は終日休講とします。また、特別警報又は暴風警報が授業時間中
に発表された場合は、授業を中止して休講とします。
１．警報発表対象地域
　大阪府 ： 大阪市、北大阪（豊中市・池田市・吹田市・高槻市・茨木市・箕面市・摂津市・島本町・豊能町・

能勢町）、東部大阪（東大阪市・守口市・枚方市・八尾市・寝屋川市・大東市・柏原市・門真市・
四條畷市・交野市）、南河内（富田林市・河内長野市・松原市・羽曳野市・藤井寺市・大阪狭
山市・太子町・河南町・千早赤阪村）、泉州（堺市・岸和田市・泉大津市・貝塚市・泉佐野市・
和泉市・高石市・泉南市・阪南市・忠岡町・熊取町・田尻町・岬町）

　兵庫県 ： 阪神（神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・伊丹市・宝塚市・川西市・三田市・猪名川町）
　奈良県 ： 北西部（奈良市・大和高田市・大和郡山市・天理市・橿原市・桜井市・御所市・生駒市・香芝市・

葛城市・平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・川西町・三宅町・田原本町・高取町・明日香村・上牧
町・王寺町・広陵町・河合町）、五條・北部吉野（五條市北部・吉野町・大淀町・下市町）

　京都府 ： 京都・亀岡（京都市・亀岡市・向日市・長岡京市・大山崎町）、山城中部（宇治市・城陽市・八
幡市・京田辺市・久御山町・井出町・宇治田原町）、山城南部（木津川市・笠置町・和束町・精
華町・南山城村）

２．暴風警報解除時刻と授業開始時限

解除時刻 授業開始時限

 6 時00分時点で解除 1 時限目から実施

10時00分時点で解除 3 時限目から実施

13時00分時点で解除 6 時限目から実施

13時00分時点で警報発表中 全時限休講

　　※ 6 時00分時点で特別警報が発表されている場合は解除時刻にかかわらず終日休講

　特別警報が発表された場合、該当地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にありま

す。自宅や通学中の学生で特別警報が発表された地域にいる場合は、特別警報の種類は問わず、自

身の判断により命を守るために最善と思われる行動をとってください。ただし、特別警報発表時に

大学構内にいる学生は、大学の指示に従って行動してください。
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交通機関の運行停止の場合

　台風・地震等により以下に該当するいずれかの交通機関が運行停止となった場合、運行が再開さ

れた時刻により次のとおり休講とします。ただし、当該交通機関での事故等による一時的な運行停

止は対象とならないので注意してください。また、交通機関の計画運休や運休見通し情報が発表さ

れた場合は、対象路線や運休期間等の発表内容に基づき、事前に休講とする場合があります。

１．対象交通機関
　　［台風・地震等の災害による運行停止］
　　①近鉄「大阪線」（大阪上本町～大和八木間）、「奈良線」が同時に運行停止になった場合

　　②ＪＲ西日本（※参照）、南海（南海本線及び高野線）、阪急、阪神、京阪、大阪メトロのうち

2 以上の交通機関の全線が同時に運行停止になった場合

　　　※ＪＲ西日本は大阪環状線、京都線（京都～大阪）、神戸線（大阪～姫路）、学研都市線（京

橋～木津）、東西線（京橋～尼崎）、宝塚線（大阪～新三田）、ゆめ咲線（西九条～桜島）、大

和路線（加茂～ＪＲ難波）、阪和線（天王寺～和歌山）、おおさか東線（大阪～久宝寺）を対

象とします。なお、ＪＲ西日本のみで 2 以上の路線が運行停止となった場合は休講の対象と

なりません。

　　③ＪＲ阪和線全線及び南海本線全線が同時に運行停止になった場合

　　［ストライキによる運行停止］
　　①近鉄が運行停止になった場合

　　②ＪＲ西日本、南海、阪急、阪神、京阪、大阪メトロのうち 2 以上の交通機関が同時に運行停

止になった場合

２．運転再開時刻と授業開始時限

運転再開時刻 授業開始時限

 6 時00分時点で再開 1 時限目から実施

10時00分時点で再開 3 時限目から実施

13時00分時点で再開 6 時限目から実施

13時00分時点で運行停止中 全時限休講
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学生センター

学

生センター

「診断書」（PDFまたは鮮明な写真）を添付してUNIPAで申請してください。
受領した欠席届は各自で印刷またはメールを作成し、授業科目担当者に提出し
てください。

原則として 3親等以内の故人とする。
「会葬礼状または死亡診断書」（PDFまたは鮮明な写真）を添付してUNIPAで申
請してください。
受領した欠席届は、各自で印刷またはメールを作成し、授業科目担当者に提出
してください。

★申請書様式のダウンロード・申請手順の詳細についての確認は、
　右のQRコードから確認してください。

各担当所管の所定用紙で印を押された「欠席届」を授業科目担当者に
提出してください（公式行事参加に限る）。

ただし、公欠扱いではないため、欠席届の取扱いは、授

業科目担当者の判断に委ねられます。
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学生セ

ンター

等
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　卒業論文、レポート、プレゼンテーション資料など、授業における課題等を作成する際の「盗用
・剽窃」に対し、経営学部では厳しく対処する。次の行為は「盗用・剽窃」の具体例である。
　　・・卒業論文、レポート、プレゼンテーション資料などにおいて、関連する著書、論文、インタ

ーネット上の情報を、引用であると明示することなく使用する行為
　　・・他人が書いた論文、レポート、プレゼンテーション資料などを自分のものとして提出または

発表する行為
　　・・他の学生の課題提出を助ける目的で自分のレポート等を見せる行為
　　・・レポート、プレゼンテーション資料などの授業における課題等の提出を代行する行為
　　※レポートを見せてもらうだけでなく、レポートを見せる行為についても「盗用・剽窃」の対

象とする。
　卒業論文、レポート、プレゼンテーション資料など、授業における課題等において「盗用・剽窃」
の事実が認められた場合は、その課題等の提出は「無効」として取り扱われるだけでなく、単位が
与えられない等の極めて厳しい処置を伴う場合があるので、当該行為は絶対行わず、常に公正な態
度で授業における課題等に取り組むよう心掛けること。

「盗用・剽窃」について

学生センター 又

証明書発行サービスで購入し、記入のうえ、学生部に
提出する。
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L&R

L&R

L&R

L&R

L&R

学生センター

学生センター

在学特待生

在学特待生

特待生規程施行細則の「在学特待生」に関わる項目も

特待生特待生



2025 － 47 －

経営学部特待生規程施行細則
（目的）

第１条　この細則は、近畿大学特待生規程（以下「規程」という。）第11条第 1 項の規定に基づき、

経営学部における特待生制度の施行に必要な細目について定める。

（種類、資格等）

第２条　規程第 2 条第 2 項第 1 号に定める特待生（以下「入試特待生」という。）の種類及びその候

補となる資格は、次の各号に掲げるとおりとする。

　（１）一般Ａ入試特待生

　　　一般前期（Ａ日程）において､ 次に掲げる全てを満たすこと。

　　　①合計の得点率が75％以上であること。

　　　②成績上位50位以内であること。

　（２）一般Ｂ入試特待生

　　　一般前期（Ｂ日程）において､ 次に掲げる全てを満たすこと。

　　　①合計の得点率が75％以上であること。

　　　②成績上位20位以内であること。

　（３）共通テスト前期入試特待生

　　　共通テスト利用方式（前期）において、次に掲げる全てを満たすこと。

　　　① 3 教科 3 科目型で合計の得点率が80％以上であり、かつ成績上位10位以内であること。

　　　② 5 教科 7 科目型で合計の得点率が75％以上であり、かつ成績上位10位以内であること。

　（４）附属特推入試特待生

　　　　附属高等学校特別推薦入学試験において、特待生と認められること。なお、その要件は別

に定める。

　（５）準附属特推入試特待生

　　　　準附属高等学校特別推薦入学試験において、特待生と認められること。なお、その要件は

別に定める。

２　規程第 2 条第 2 項第 2 号に定める特待生（以下「在学特待生」という。）の種類及びその候補と

なる資格は、次の各号に掲げるとおりとする。

　（１）在学特待生A

　　在学年度において次に掲げる全てを満たすこと。

　　①在学特待生採用の申込時から 1 年以内に受験したTOEIC L＆Rの成績が550点以上であるこ

と。

　　②申込前年度に修得した科目の平均点が80.00点以上又は申込前年度の単年度GPAが2.80以上で

あること。

　　③次のいずれかの条件を満たすこと。

　　　ア　2 年次学生が申し込む場合、2 年次進級時に36単位以上を修得していること。

　　　イ　3 年次学生が申し込む場合、3年次進級時に72単位以上を修得していること。

　　　ウ　4 年次学生が申し込む場合、4年次進級時に108単位以上を修得していること。
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　（２）在学特待生B

　　在学年度において次に掲げる全てを満たすこと。

　　①在学特待生採用の申込時から 1 年以内に受験したTOEIC L＆Rの成績が600点以上であるこ

と。

　　②申込前年度に修得した科目の平均点が90.00点以上又は申込前年度の単年度GPAが3.50以上で

　　　あること。

　　③次のいずれかの条件を満たすこと。

　　　ア　2 年次学生が申し込む場合、2 年次進級時に36単位以上を修得していること。

　　　イ　3 年次学生が申し込む場合、3 年次進級時に72単位以上を修得していること。

　　　ウ　4 年次学生が申し込む場合、4 年次進級時に108単位以上を修得していること。

３　　在学特待生として採用された者が次年度以降に改めて申し込む場合は、前項に定める基準に

加え、次の要件を満たさなければならない。

　（１）在学特待生Ａ　

　　　前回採用時におけるTOEIC L＆Rの成績を25点以上超えること。

　（２）在学特待生Ｂ

　　　前回採用時におけるTOEIC L＆Rの成績を超えること。

４　　前各項の規定にかかわらず、最短修業年限を超える 4 年次学生は、在学特待生採用を申し込

むことができない。

（継続基準）

第３条　入試特待生の資格は年度を単位として認めるものとし、次に掲げる全ての条件を満たした

場合は、その資格を継続する。

　（１）次年次への進級条件を満たしていること。

　（２）進級に係る年度において、履修登録制限内で32単位以上を修得し、年度末の全単位修得科

目の総合平均点が 80.00 点以上であること。

２　　学業成績の不良により継続が認められず入試特待生の資格を喪失した者が、資格喪失した年

度以降に前項の継続条件を満たした場合は、次年度において当該特待生の資格を再度与える

ことがある。

（減免等）

第４条	 規程第6条第1項第1号及び第2号に基づき、特待生に対し次のとおり減免する。

　（１）推薦入試特待生から共通テスト後期入試特待生まで及び総合型選抜入試特待生

　　　①授業料の全額免除

　　　②授業料の半額免除

　（２）附属特推入試特待生及び準附属特推入試特待生

　　　①入学金の全額免除

　　　②入学金及び授業料の全額免除

　　　③授業料の全額免除
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２　　在学特待生

　　　規程第 6 条第 1 項第 3 号に基づき、在学特待生に対し、次のとおり支援する。

　（１）在学特待生A

　　　　年間10万円の給付

　（２）在学特待生B

　　　　年間20万円の給付

３　　在学特待生が採用年度内に本学の学籍を失った場合は、前項に基づく支援のうち未実施のも

のについて取り消す。また、学籍を失う見込みとなった場合は、前項の支援を停止すること

ができる。

４　　入試特待生は、学内給付奨学金の給付を受けることができない。また、他の特待生と兼ねる

ことはできない。

５　　在学特待生は、学内給付奨学金の給付を受けることができる。ただし、他の特待生と兼ねる

ことはできない。

６　　第 1 項に基づき免除を受ける者は、規程第 6 条第 2 項及び規程第 6 条第 3 項の定めるところ

に従い、授業料免除の対象外となる部分について納付しなければならない。

（免除期間）

第５条	 入試特待生に対する免除の期間は、原則として 4 年間を限度とする。 

（採用手続）

第６条　在学特待生採用の申込は、各年度において別に定める期日までに行わなければならない。

２　　在学特待生は、年度を単位として採用する。なお、再採用を妨げない。

（所管）

第７条	 この細則の運用に必要な事務は、大学運営本部経営学部学生センターが担当する。

附　　　則

１　この細則は、令和6年4月1日から施行する。ただし、令和6年3月31日時点で在籍する者の取扱

いについては、なお従前のとおりとする。

２　平成17年 8 月 1 日制定の経営学部特待生規程、平成17年 8 月 1 日制定の経営学部特待生規程施

行細則及び平成17年 4 月 1 日制定の近畿大学経営学部在学生スカラシップ規程は、これを廃止

する。
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近畿大学経営学部 ・ IIP 留学に関する規程

（目的）
第１条　この規程は、近畿大学学則第29条の２に基づき、近畿大学経営学部インテンシブ・インタ

ナショナル・プログラム（以下「IIP」という。）を履修する学生が留学に参加するために
必要となる事項を定めるものである。

第２条　この規程における留学とは、IIPを履修する学生が修学の必要から本学の許可を得て参加
する派遣留学又は認定留学をいう。

第３条　留学する教育機関は経営学部において、別途定める。
　　２　前項に基づき定めた教育機関は、毎年度１月末までに、学生に対し通知するものとする。

（留学の資格）
第４条　留学できる者は、経営学部に１年以上在学し、かつ留学許可に必要な基準を満たした者と

する。

第５条　留学許可に必要な基準は、次のとおりとする。
　　　　（１）TOEFL iBT45点（PBT 450点）以上を前年度３月末日までに取得していること。 
　　　　（２）Academic Preparationを履修し、単位取得していること。
　　　　（３）Study Abroad Preparationを履修し、単位取得していること。

（出願の手続）
第６条　留学を志望する者は、前年度３月末日までに必要書類を添付した所定のI I P留学申込書

を学部長を通じて学長に提出しなければならない。
　　２　前項のI I P留学申込書には、留学の目的、留学先、留学先での履修科目、履修計画書、受

け入れ部局が発行する入学内諾書（許可書）、又はこれに類する書類、滞在予定住所、留
学期間、同意書、TOEFLのスコア証明書等あらかじめ大学が指定する書類を添えなけれ
ばならない。

（留学の許可）
第７条　留学の許可は、教授会の議を経て、学長がこれを決定する。

（留学の期間）
第８条　留学期間は、原則として各年度８月から12月までの４カ月とする。
　　２　留学期間は、在学年数に算入する。

第９条　留学する者には、次の課題が課せられる。
　　　　（１）留学中に２回（９月末・11月中旬）、500語のレポート（学習面・生活面での報告）を、

メールで送付する。
　　　　（２）帰国後、留学報告会で発表する。
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（留学修了の手続）
第10条　留学を修了し帰国した学生は、帰国の日から１カ月以内に、次の各号に掲げる関係書類を

提出しなければならない。
　　　　（１）留学修了届
　　　　（２）単位取得証明書（又はこれに準ずる書類）
　　　　（３）学部長があらかじめ提出を指定したその他の書類

（修得単位の取扱）
第11条　留学期間中に留学先の部局において修得した単位のうち、所属する学部の教授会が適当で

あると認めた履修科目を、制限単位を超えない範囲で経営学部において修得したものとみ
なし、卒業に必要な単位として読み替えることができる。

　　２　前項の規定により認定することができる単位数は、表のとおりとする。

（留学許可の取消）
第12条　留学中の学生が次の各号に該当すると認められた場合、学生が留学している大学の部局と

協議し、経営学部教授会の議を経て、留学の許可を取り消すことができる。
　　　　（１）修学の実があがらないと認められる者
　　　　（２）この規程の定める義務を怠った者
　　　　（３）学生査証が認められない者
　　　　（４）疾病その他やむを得ない理由により留学を続けることができない者
　　　　（５）本人の事情により留学を継続できなくなった者
　　　　（６）その他、留学生としてふさわしくない行為を行った者及び留学を継続することが困

難な事由が発生した場合
　　２　前項により留学の許可を取り消された者は、直ちに帰国し、本学の指示に従うものとする。

（助成）
第13条　この規程により留学が許可された学生のうち成績上位者（前年度３月末までに単位を取

得した Business English 1AB, English Seminar 1AB, 及びTOEFL Preparation 1.2の６科
目の平均が70点以上であることを要件とし、TOEFLの得点順による。）には、留学期間
中の学費（授業料）を助成する。

　　２　３年次秋セメスター以降に留学を希望する場合は、留学する前年度の秋セメスターの定期
試験期間終了時までに経営学部学生センターへ申し出なければならない。

　　附　則
　　１　この規程は、令和3年４月１日から施行する。
　　２　近畿大学経営学部・カリフォルニア州立大学ロングビーチ校留学に関する規程（平成29年

４月１日）及び近畿大学経営学部・ワイカト大学留学に関する規程（平成27年４月１日）は、
これを廃止する。

　　３　この規程の改正は、令和４年４月１日から施行する。
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（例）California State University, Long Beach

Pronunciation

University of Calgary（例） 近畿大学経営学部

Program 成績表記載項目 hours 読み替え科目 単位数

Semester
Program Grammar 85

English Seminar 2B 1

TOEFL Preparation 3 1

TOEFL Preparation 4 1

TOEIC Preparation 1 1

Summer
Program General ESL 51 海外語学研修（英語） 2

Semester
Program Speaking & Listening

45 Business English 2B 2

50

経営学部専門科目の基幹科目
および共通教養科目一括認定 10

Semester
Program Reading & Writing 85

Mid-summer
Program Language and Culture 50

Summer
Program Pronunciation 14

Summer
Program Lit. Circle 20

合計 400
共通教養科目　2単位

経営学部専門科目の基幹科目　8単位
外国語科目（英語科目）8単位

18
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大学院・共通教育学生センター

「教科に関する専門的事項」科目

⑤　教職課程の科目のうち、以下の「教科に関する専門的事項」科目を修得した場合は、経営学部

　　各学科の関連科目として卒業要件に含めることができます。

他

センター（18号館1階）

大学院・共通教育学生
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2．（公財） 日本スポーツ協会 （JSPO） 公認スポーツ指導者資格の履修案内

　日本スポーツ協会は、公認スポーツ指導者資格として５つの領域にわたる18種の資格を設け、ラ
イフステージに応じた多様なスポーツ活動を推進することのできるスポーツ指導者を育成していま
す。本学のスポーツマネジメントコースには、（１）スポーツ指導者基礎資格領域の「スポーツコー
チングリーダー」と（２）マネジメント指導者資格領域の「アシスタントマネジャー」を養成する
カリキュラムがあります。

 （１）スポーツ指導者基礎資格「スポーツコーチングリーダー」を取得するために
　　　 表１に示した１年次開講科目のうち３科目（○印 No．３～５）の単位を修得することによ

り、「スポーツコーチングリーダー」資格の受験（オンラインテスト）が可能となります（「共
通科目Ⅰ」に該当）。また、学校における運動部の指導や国民スポーツ大会の監督・コーチの
登録申請時には、競技別指導者資格（「コーチ１」「コーチ２・３」等）の保有が必要となって
きています。これら競技別指導者資格の取得を目指す場合には、日本スポーツ協会が行う講
習会に参加して「共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の受講が必要ですが、在学中に表１に示した15科目（◆
印 No. ３～12，14～18）の単位を修得することによりその受講が免除されます。なお、３科
目（No. １, ２, 13）を除くすべての単位を修得することにより、「共通科目Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ」の受
験（オンラインテスト）が可能となります（「コーチ３」に該当）。

表 1. JSPO 公認スポーツ指導者資格取得のための履修科目と開講学年

開講
学年 No. 科　目

共通科目 資　格

Ⅰ Ⅰ＋Ⅱ
＋Ⅲ

「スポーツコーチング
リーダー」

「アシスタント
マネジャー」

１
年
次

1 スポーツコミュニケーション論 〇
2 特殊講義C（障害者スポーツの世界） 〇
3 スポーツ心理学 ◆ ◆ 〇 〇
4 スポーツ医学 ◆ ◆ 〇 〇
5 スポーツ指導論 ◆ ◆ 〇 〇
6 スポーツビジネス論 ◆

２
年
次

7 トレーニング科学 ◆
8 スポーツと情報 ◆
9 スポーツマーケティング論 ◆ 〇
10 スポーツ生理学 ◆
11 救急処置 ◆
12 スポーツバイオメカニクス ◆
13 スポーツサービス論 〇
14 発育発達学 ◆

３
年
次

15 スポーツ栄養学 ◆
16 スポーツ社会学 ◆
17 スポーツ行政論 ◆ 〇
18 スポーツ経営論 ◆ 〇

＊「スポーツ科学概論」は上記の資格に関わる基礎的知識を習得する科目であるため、受講
することが望ましい。
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 （２）マネジメント指導者資格「アシスタントマネジャー」を取得するために
　　　 スポーツマネジメントの専門知識を習得していることを証明する資格として、本学では「ア

シスタントマネジャー」の受験資格（学内試験）を得ることができます。「アシスタントマネ
ジャー」 はクラブマネジメントの諸活動をサポートするための資格です。受験資格を得るに
は、（1） の必要な科目を含む表1に示した９科目（○印 No. １～５， ９，13, 17, 18）のすべての
単位を修得することが必要です。

 （３）その他
　　　 スポーツ指導者資格の取得を希望する学生は、スポーツマネジメントコースが開催する
「JSPO公認スポーツ指導者資格ガイダンス」に必ず出席してください。スポーツ指導者資格
関連の連絡はUNIPAで行います。

　　 参照 ： （公財）日本スポーツ協会（JSPO）　http://www.japan-sports.or.jp/

３．その他

　経営学部では就職後に役立つ「資格講座」を適宜開講しますので、積極的に参加してください。
開講に関する連絡はUNIPA及び掲示板で行います。
　また、学内で専門のプロ講師による講座を特別価格で受講できる「課外講座」も開講しています。
詳細はキャリアセンター発行の「課外講座案内」をご覧ください。
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7

学生センター

2 0－1A

20－2C

20－3C

演習室
20－2AB
演習室
20－2AB

演習室
20－3AB
演習室
20－3AB

演習室
20－4AB
演習室
20－4AB

レディース
ルーム

20－2D

20－3D

20－4C 20－4D

21－204
2 1－205

2 1－203

2 1－312

2 1－422

2 1－425 2 1－426 2 1－427 2 1－428 2 1－429 2 1－430 2 1－431 2 1－432 2 1－433

2 1－423 2 1－424

2 1－317 2 1－318 2 1－319 2 1－320 2 1－321 2 1－322

2 1－313 2 1－314
2 1－315 2 1－316

近畿大学生活協同組合近畿大学生活協同組合

倉庫
キャリア
サポート
オフィス

講義室
21－434

演習室
21－435

書道
研究会

大学生活共同組合
PLum

（フードコンビニ）

大学生活共同組合
Bloom

（ショップ）  ポンプ室
 ボイラー室 電気室

Root
生協
本部
事務所
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7

講義室
5 3 8

準備室
2

準備室
1

20－5C 20－5D 20－5E

演習室
20－5AB
演習室
20－5AB

21－534

2 1－539

21-612 21-613 21-614

21-611 21-610 21-609 21-608

司書課程
控室

21-607 21-606 20 - 6A21－605
21－604

21－601 21－602 21－603

2 1－540 2 1－541 2 1－542 2 1－543

2 1－535 2 1－536
2 1－537 2 1－538

840

講義室
21－544
講義室
21－544

大学院演習室4

845 844
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7
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7



2025 － 64 －

卒
業
ま
で
に
単
位
を
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。

「
英
語
１
Ｇ
Ａ
」、
「
英
語
１
Ｒ
Ａ
」、

「
英
語
１
Ｇ
Ｂ
」、
「
英
語
１
Ｒ
Ｂ
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大
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